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本
市
で
は
、
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
、
経
済
低
迷
な
ど
の

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、

今
後
も
長
期
的
な
視
点
で
ま
ち

づ
く
り
を
総
合
的
・
計
画
的
に

進
め
て
い
く
た
め
、「
市
総
合
ビ

ジ
ョ
ン
お
よ
び
総
合
基
本
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、　

年
度
か
ら

２９

の
　
年
間
を
計
画
期
間
と
し
、

１０
め
ざ
す
べ
き
ま
ち
の
将
来
像
と

し
て
「
ひ
と
が
き
ら
め
く
！
　

自
然
が
き
ら
め
く
！
　
歴
史
が

き
ら
め
く
！
　
み
ん
な
で
つ
く

る
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
　
富

田
林
」
を
「
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
」

で
掲
げ
る
と
と
も
に
、「
総
合
基

本
計
画
」
で
は
そ
の
実
現
に
向

け
て
必
要
な
施
策
を
示
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
５
月
号
広
報
に
折
り
込
み

の
「
市
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び

総
合
基
本
計
画
（
概
要
版
）」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
同
計
画
は
、
市
役
所

（
情
報
公
開
課
お
よ
び
政
策
推

進
課
）
、
中
央
・
金
剛
図
書
館

ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
富

田
林
市
の
こ
と
「
総
合
ビ
ジ
ョ

ン
・
総
合
基
本
計
画
、
広
域
連

携
」
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
政
策
推
進
課

（
内
線
５
１
４
）
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若
者
世
代
の
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ

る
転
入
促
進
と
転
出
抑
止
を
図

り
、
ま
た
子
育
て
や
介
護
な
ど

の
相
互
協
力
に
よ
る
日
常
生
活

で
の
安
心
感
を
創
出
す
る
た

め
、
親
子
で
の
近
居
ま
た
は
同

居
を
目
的
と
し
て
住
宅
を
購
入

す
る
若
者
世
代
に
対
し
て
住
宅

購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

～
親
世
帯
と
の
近
居
・
同
居
を
目
的
と
し
て
住
宅
を
購
入
す
る
若
者

　
世
代
に
対
し
て
住
宅
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
～
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付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付

市
近
居
同
居
促
進
給
付
金
の
申
請
を
受
け
付
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

支
給
要
件
　
本
市
に
１
年
以
上

居
住
す
る
親

世
帯
と
の
近

居
ま
た
は
同

居
を
目
的
と

し
て
、
本
市

で
住
宅
（
中

古
を
含
む
）

を
取
得
し
、

当
該
住
宅
に
居
住
す
る
人
で
、

申
請
時
点
で
上
表
の
要
件
を
全

て
満
た
す
人

支
給
金
額
　
近
居
の
場
合
＝
　３０

万
円
、
同
居
の
場
合
＝
　
万
円

５０

申
請
の
受
け
付
け
　
　
年
３
月

３０

　
日

ま
で
に
、
申
請
書
に
必

３０要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類

を
添
え
て
市
役
所
４
階
住
宅
政

策
課
へ
（
郵
送
不
可
）

※
た
だ
し
、
予
算
が
な
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

※
説
明
書
お
よ
び
申
請
書
は
、

同
課
配
布
、
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
住

宅
政
策
課
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
４
３
７
）
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                     ②産後ケア事業

　産後の体調や育児に不安があり、家族などから支援を

受けられない母子に対して、医療機関でのショートステ

イ（宿泊）やデイサービス（日帰り）の機会を提供し、

助産師による授乳指導や育児相談などを実施しています。

■対象者　生後４カ月未満の乳児とその母親

■利用期間など　出産・出生から出産後・

生後４カ月まで　※ショートステイ（宿泊）

は、１回につき原則２泊３日まで。

■実施施設　富田林病院（向陽台）、澤井レ

ディースクリニック（喜志町）

問い合わせ　こども未来室（内線２０３、２０８）、健康づくり推進課〔(２８)５５２０〕

※①②の申し込みは、同室（内線２０３、２０８）および同課〔(２８)５５２０〕で随時受け付け。いずれも利用料が必要です

（ただし、①は市民税非課税・生活保護世帯は無料）。詳しくは、お問い合わせください。

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育ててててててててててててててててててててて世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ子育て世代包括支援センターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

を設置しました
　近年、核家族化や地域とのつながりの希薄化などによって、妊産婦や親の孤

立感、負担感が高まっており、関係機関が連携し、妊娠期から子育て期まで切

れ目のない支援を実施することが重要となっています。

　このことから、２８年６月の児童福祉法等の一部改正において、市町村は妊娠

から出産、子育て期にわたるまで切れ目なく支援する「子育て世代包括支援セ

ンター」の設置に努めなければならないとされたところです。

　国では、今後５年間（おおむね３２年度末まで）で、全国展開をめざしていく

としていますが、本市ではこれに先駆け、今年５月より同センターを設置し、

子育て世帯への包括的かつ継続的な切れ目のない支援を実施します。

　妊娠、出産、子育てに関して、心配事や悩み事がある人は、気軽にご相談く

ださい。

■設置場所　市役所２階こども未来室、保健センター内健康づくり推進課

■実施内容　同センターでは、妊娠・出産・子育てに関する各種相談に応じる

とともに、必要に応じて支援プランを作成し、母子保健事業と子育て支援事業

を一体的に提供していくために、次のことなどを実施します。

●支援プランの作成　妊娠期や子育て期において、必要に応じて支援プランを

作成し、切れ目のない支援につなげます。

●窓口業務の拡大　従来からこども未来室と健康づくり推進課で受け付けし

ている母子健康手帳、妊婦健康診査受診券の交付、プレママ・ハッピーライフ

サポート事業に加えて、「育児ヘルパー事業」と「産後ケア事業」を同センター

で受け付け、利便性の向上を図ります。また、転入者への妊婦健康診査受診券

の交付についても同センターで受け付けします。

●情報連携の強化　支援プランをはじめ、保育士や保健師による家庭訪問、家

庭児童相談、発達相談の状況から必要に応じて妊産婦や子どもの情報を同セン

ターで共有することにより、こども未来室と健康づくり推進課の連携を強化し

ます。

●関係機関との連携　同センターで把握した情報に基づき、地域の保健医療、

児童福祉、子育て支援事業などから必要な支援を選択し、速やかに関係機関に

つなぐなどの連携を図ります。

～妊娠、出産、子育てを切れ目なく支援します！～

◆愛称「ゆにぞん」

　ゆにぞんは、音楽用語で同じ高

さの音を複数の声や楽器で同時に

奏でることなどをいうことから、

親と子、こども未来室と健康づく

り推進課、みんなが

一つになって、安心

して出産、子育てを

していただけるよう

にとの思いを込めて、同センター

の愛称に名付けました。

◆イメージフラワー「サルビア」

　サルビアは、ラテン語を語源と

して、「健康」「良い状

態」「安全」という意

味を持っており、花

言葉には「良い家庭」

「家族愛」といったものがあるこ

とから、同センターのイメージフ

ラワーとしていきます。
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愛称「ゆにぞん」

                ①育児ヘルパー事業

　産前・産後の体調不良などにより、家事や育児が一

時的に困難な家庭に対して、市

が委託した事業者からヘルパー

を派遣し、食事の準備や掃除な

どのお手伝いをしています。

■対象者　妊婦または出産後４

カ月以内の産婦（多胎児の場合は出産後８カ月以内）

■利用期間・回数　妊娠から出産後４カ月の間に１０回

まで（多胎児の場合は出産後８カ月で２０回まで）

※ただし、１日１回２時間以内。

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
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本
市
で
は
、
市
内
で
こ
れ
か

ら
創
業
す
る
人
を
対
象
に
、
市

創
業
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
同
事
業
で
は
、
創
業
に
あ

た
っ
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ

め
、
創
業
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

が
無
料
で
学
べ
る「
創
業
講
座
」

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人～創業する人をををををををををををををををををををををを

応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす　　　　応援します～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

な
ど
を
受
け
る
こ
と
で
、
創
業

に
必
要
な
経
費
の
一
部
補
助
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
優
遇
措
置
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、　

年
度
は
、「
業
種
特

２９

化
型
セ
ミ
ナ
ー
」
と
「
創
業
講

座
」
の
２
種
類
の
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
優
遇
措
置
の
内
容
な
ど
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各

課
の
ペ
ー
ジ
「
商
工
観
光
課
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
「
業
種
特
化
型
セ
ミ
ナ
ー
」

は
、
７
月
～
８
月
ま
で
、「
創
業

講
座
」
は
、
８
月
～
９
月
ま
で

の
間
に
い
ず
れ
も
全
４
回
の
日

程
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。
詳

し
い
日
程
や
申
し
込
み
方
法
な

ど
は
決
ま
り
次
第
、
広
報
誌
や

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
２
）

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度ををををををををををををををををををををををををををををを拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充しししししししししししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししし市小規模企業融資制度を拡充しましたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた 
～融資内容を一部変更し、より利用し
やすくなりました～

　本市では、小規模企業者の皆さんの経営安定と発

展を支援するため、事業に必要な

資金を低利で調達できるよう、大

阪信用保証協会の保証付制度融資

を実施し、資金供給の円滑化に努

めています。

　また、２９年度より、皆さんがより利用しやすい制

度となるよう融資内容を一部変更しましたので、ぜ

ひご活用ください。

融資利率　固定1.３㌫（金融情勢によって変動するこ

とがあります）　

信用保証料　同保証協会が定める料率による保証料

が必要

※約定どおり融資を完済された人には、約定利子の

５０㌫を補給します。また、融資当初の負担を軽減す

るため融資実行後、信用保証料を一括で支払われた

人には保証料の５０㌫を補給します。

※その他、融資限度額の大きい府の制度融資もあり

ますので、詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　商工観光課（内線４８２）

る
人

◆
　
年
４
月
３
日
以
降
に
、
本

２９
市
で
母
子
保
健
法
に
基
づ
く
妊

娠
の
届
け
出
を
し
た
人

お
祝
い
品
の
内
容
　
地
元
産

品
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
用
品
、
ベ

ビ
ー
用
品
な
ど
３
万
円
相
当
分

の
品
物
　

※
お
祝
い
品
は
準
備
が
整
い
次

第
、
順
次
発
送
し
ま
す
。

　
妊
娠
時
か
ら
出
産
ま
で
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
し
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
本
市
で
妊
娠
の
届
け
出
を

し
た
人
に
お
祝
い
品
を
お
贈
り

し
ま
す
。

対
象
者
　
申
請
時
点
で
次
の
条

件
を
全
て
満
た
す
人

◆
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

～
妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
人
に

　
　
　
お
祝
い
品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
～
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事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事

市
プ
レ
マ
マ
・
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

申
請
の
受
け
付
け
　
　
年
３
月

３０

　
日

ま
で
（
妊
娠
の
届
け
出

３０を
す
る
際
に
、
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
都
市
魅

力
創
生
課
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
魅
力
創
生

課
（
内
線
４
２
０
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事市創業支援事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

　
　
年
３
月
の
第
１
回
市
議
会

２９
定
例
会
の
同
意
を
得
て
、
４
月

１
日
付
で
同
公
平
委
員
会
委
員

に
次
の
人
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

南
河
内
広
域
公
平
委
員
会
委
員

が
新
し
く
就
任
さ
れ
ま
し
た

○
渡
邊
　
信
昭
さ
ん
（
大
阪
狭

山
市
今
熊
三
丁
目
６
３
４
の

　
）
２２問

い
合
わ
せ
　
同
公
平
委
員
会

事
務
局
（
内
線
4
8
6
）



５

～案内が送られていない人でも

　給付金の対象となる場合があります～

　
本
市
で
は
、「
臨
時
福
祉
給
付

金
（
経
済
対
策
分
）
」
の
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
同
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る

た
め
に
は
、
申
請
が
必
要
で

す
。
　「
　
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
」

２８

を
受
給
さ
れ
た
人
に
は
案
内
を

送
付
し
て
い
ま
す
が
、
案
内
が

送
ら
れ
て
い
な
い
人
で
も
給
付

金
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
支
給
対
象
者
か
ど
う
か
の
確

認
や
申
請
書
の
必
要
な
人
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
支
給
対
象
者
の
要
件
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー

ジ
「
地
域
福
祉
課
」
で
も
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
　
　
月
　
日

ま
で

１０

１０

に
、
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
郵
送
で

５
８
４
・
８

５
１
１
　
市
役
所
内
臨
時
福
祉

給
付
金
支
給
担
当
へ

※
市
役
所
２
階
特
設
受
付
ま
た

は
金
剛
連
絡
所
２
階
特
設
受
付

へ
の
持
参
も
可
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後

５
時
　
分
。
た
だ
し
、
金
剛
連

３０

絡
所
2
階
特
設
受
付
は
6
月
9

日

ま
で
）。

問
い
合
わ
せ
　
市
給
付
金
専
用

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔

０
５
７

０
（
０
７
７
）
７
６
５
〕

臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分臨時福祉給付金（経済対策分））））））））））））））））））））））））））））））

　
本
市
で
は
、
良
好
な
都
市
環

境
の
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
４
年
度
よ
り
生
産
緑
地
地

区
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
新
た
に
同
地
区

の
指
定
を
次
の
と
お
り
受
け
付

け
ま
す
。
な
お
、
指
定
は
原
則

５
年
に
一
度
と
な
り
ま
す
。

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区

産
緑
地
地
区
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付

　
指
定
受
け
付
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

受
付
期
間
な
ど
　
５
月
　
日


１５

～
６
月
　
日

ま
で
、
ま
ち
づ

３０

く
り
推
進
課
（
内
線
４
５
３
）

で
受
け
付
け

※
同
地
区
の
指
定
に
は
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

人
は
事
前
に
土
地
の
位
置
、
地

番
、
面
積
な
ど
を
確
認
の
上
、

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
指
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
、
土
地
の
登
記
事
項
証
明

書
な
ど
の
書
類
が
必
要
で
す
。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
ししししししししししししししししししししし
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
ううううううううううううううううううううう

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
ののののののののののののののののののののの
未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未
来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

～
行
動
し
よ
う
　
消
費
者
の
未
来
へ
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

毎
年
５
月
はははははははははははははははははははははは

　
消
費
者
が
主
役
と
な
っ
て
安

心
・
安
全
で
豊
か
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
を
使
命
と
し
て
、
消
費
者

庁
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
、
７
年

が
経
ち
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
多
様
な
主
体
や
各

地
域
と
連
携
し
、
消
費
者
一
人

一
人
の
暮
ら
し
を
重
視
し
た
消

費
者
被
害
の
防
止
や
回
復
、
自

主
的
・
合
理
的
な
商
品
選
択
の

機
会
の
確
保
、
消
費
者
教
育
な

ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
高
度
情
報
通
信
の
進
展
し
た

現
在
、
情
報
の
入
手
方
法
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

は
大
き
く
変
貌
し
ま
し
た
。

　
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
情

報
化
社
会
に
お
い
て
、
価
値
観

も
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
一
方

で
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
、

新
し
い
技
術
や
情
報
を
使
い
こ

な
し
、
未
来
を
担
う
若
者
へ
の

期
待
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
消
費
生
活
に
お
い
て
も
、
消

費
者
被
害
の
防
止
、
消
費
者
の

自
立
支
援
に
加
え
、
公
正
で
持

続
可
能
な
社
会
の
形
成
な
ど
、

将
来
の
よ
り
良
い
社
会
に
向
け

た
消
費
者
の
行
動
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

消
費
者
月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
ででででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
で
す

　
安
心
・
安
全
で
豊
か
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
社
会
が
実
現

さ
れ
る
未
来
に
向
け
て
、　

年
２９

度
消
費
者
月
間
で
は
、「
行
動
し

よ
う
　
消
費
者
の
未
来
へ
」
を

統
一
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
ま

す
。

学
び
の
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
を

学
ぶ
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
や
出
前
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
す
る
こ
と
が
重
要
で
す

　
も
し
、
消
費
者
問
題
に
遭
遇

し
た
場
合
は
、
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
、
気
軽
に
本
市
や
次
の
機

関
の
消
費
生
活
相
談
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

市
役
所
１
階
７
番
窓
口
奥
（
内

線
１
８
６
）、
月
～
金
曜
日
、
午

前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

４
時
（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除

く
）

●
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

〔

１
８
８
〕、
月
～
金
曜
日

は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
前
　１０

時
～
午
後
４
時
（
年
末
年
始
は

除
く
）

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
３
）



６

　
地
域
住
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
通
じ
て
お
互
い
を
理
解

し
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
、
地
域
に
お
い
て
町
会

（
自
治
会
）
が
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
町
会
（
自
治
会
）
で
は
、
地

域
の
集
会
所
、
防
犯
灯
、
ご
み

置
き
場
な
ど
の
維
持
管
理
や
、

地
域
美
化
、
交
通
安
全
、
防
犯
、

防
災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

町
会
（
自
治
会
））））））））））））））））））））））

ににににににににににににににににににににに
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入

に
ご
加
入
をををををををををををををををををををををを

　
こ
の
よ
う
に
町
会（
自
治
会
）

は
、
最
も
身
近
で
、
地
域
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
存
在
で
、

地
域
住
民
の
支
え
合
い
が
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん

に
町
会
（
自
治
会
）
活
動
に
つ

い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
町

会
（
自
治
会
）
へ
の
加
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
協
働
課

（
内
線
４
７
３
）

　
広
報
と
ん
だ
ば
や
し
は
、
町

会
（
自
治
会
）
な
ど
を
通
じ
て

ご
家
庭
に
配
布
す
る
他
、
市
の

公
共
施
設
や
市
内
ス
ー
パ
ー

〔
エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ
（
イ
オ
ン

金
剛
東
店
）、
万
代
梅
の
里
店
、

ラ
イ
フ
滝
谷
店
、
ス
カ
イ
マ
ー

ト
藤
沢
台
店
〕
に
も
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
情
報
公
開
課

（
内
線
３
２
６
）

ステーション制によるごみ収集に
ご協力を

　本市の家庭ごみの収集は、ごみ置き場に固めて

出すステーション制になっています。

　家の前に出したごみを収集する戸別収集は実施

しておりません（ふれあい収集は除く）ので、ご

協力をお願いします。

●スプレー缶、カセットボンベは資源カン・ビン

の日に出してください

　スプレー缶、カセットボンベは、資源カン・ビ

ンとして収集していますので、粗大ごみの日には

絶対に出さないでください。

　また、ガスが残っていると火災や爆発などの重

大事故につながる恐れがありますので、風通しの

良い場所で穴を開けて、ガスを抜いてから資源カ

ン・ビンの日に出してください。

問い合わせ　衛生課（内線１４４～１４６）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
市
内
で
ウ
メ
輪
紋
病
の
発
生

が
確
認
さ
れ
、
農
林
水
産
省
で

は
　
年
度
か
ら
一
部
地
域
で
緊

２５
急
防
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
感
染
拡
大
の
有
無
を
確
認
す

る
た
め
、
５
月
か
ら
８
月
ま
で

の
間
、
次
の
地
域
の
ウ
メ
や
モ

モ
な
ど
の
樹
木
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

■
対
象
地
域
　

青
葉
丘
、
加
太
、
川
向
町
、
喜

志
新
家
町
の
一
部
、
北
大
伴
町

の
一
部
、
久
野
喜
台
の
一
部
、

甲
田
、
向
陽
台
の
一
部
、
小
金

台
、
五
軒
家
、
寿
町
の
一
部
、

金
剛
伏
山
台
の
一
部
、
桜
ケ
丘

町
、
新
青
葉
丘
町
、
新
家
、
大

字
須
賀
、
須
賀
の
一
部
、
高
辺

台
、
谷
川
町
、
大
字
廿
山
の
一

部
、
廿
山
、
津
々
山
台
、
寺
池

台
、
富
田
林
町
の
一
部
、
西
板

持
町
の
一
部
、
大
字
錦
織
、
錦

織
北
、
錦
織
東
の
一
部
、
錦
織

南
、
錦
ケ
丘
町
、
錦
織
中
、
東

板
持
町
の
一
部
、
藤
沢
台
の
一

部
、
大
字
伏
見
堂
の
一
部
、
伏

山
の
一
部
、
富
美
ケ
丘
町
の
一

部
、
別
井
の
一
部
、
南
大
伴
町

の
一
部
、
宮
甲
田
町
、
美
山
台
、

山
中
田
町

■
調
査
方
法
　

　
農
林
水
産
省
職
員
、
府
職
員

ま
た
は
府
が
委
託
し
た
調
査
員

が
対
象
地
域
を
見
回
り
、
感
染

の
疑
い
が
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
は
訪
問
し
て
樹
木
を
確
認
し

ま
す
。

　
ま
た
、
分
析
の
た
め
、
葉
を

数
枚
採

取
す
る

場
合
が

あ
り
ま

す
。
な
お
、
不
審
に
思
わ
れ
た

と
き
は
身
分
証
の
提
示
を
求
め

て
く
だ
さ
い
。

●
ウ
メ
輪
紋
病
と
は

　
同
病
に
感
染
し
た
植
物
（
ウ

メ
な
ど
）
の
葉
に
は
特
徴
的
な

輪
紋
が
生
じ
る
他
、
果
実
の
表

面
に
斑
紋
が
生
じ
る
こ
と
で
商

品
価
値
が
損
な
わ
れ
る
な
ど
の

悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
知
ら

れ
、
海
外
で
は
大
き
な
被
害
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
の
葉
の
吸
汁

で
感
染
が
広
が
り
ま
す
が
、
人

や
動
物
へ
は
感
染
せ
ず
、
感
染

し
た
木
の
果
実
を
食
べ
て
も
健

康
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
葉
に
特
徴
的
な
輪
紋
が
生
じ

て
い
る

ウ
メ
の

木
な
ど

を
所
有

さ
れ
て

い
る
人

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
感
染
し
た
樹
木
は
ま
ん
延
防

止
の
た
め
、
所
有
者
の
同
意
を

得
て
伐
採
処
分
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
水
産
省
神

戸
植
物
防
疫
所
大
阪
支
所
〔


０
６
（
６
５
７
１
）
０
８
０
４
〕

樹木調樹木調査査

（ウメ輪紋病感染調査（ウメ輪紋病感染調査））

が実施されま　　　　が実施されますす

広広広広広広広広広広報報報報報報報報報報ととととととととととんんんんんんんんんんだだだだだだだだだだばばばばばばばばばばやややややややややや広報とんだばやししししししししししし

をををををををををを毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎月月月月月月月月月月発発発発発発発発発発行行行行行行行行行行ししししししししししててててててててててを毎月発行していいいいいいいいいいい

ままままままままままますすすすすすすすすすす



７

　
地
域
で
の
男
女
共
同
参
画
を

進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
男
女

共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
B
e

―

i
n
ひ
ろ
っ
ぱ
」
を
開
催
し
ま

す
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
年

男女共同参画フォーラム

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「BBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeBe--------------------------------------iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiinnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっn ひろっぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱ」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　　　　　実行委員募集

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連

合
会
で
は
、
毎
年
５
月
　
日
を

１２

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

と
定
め
、
全
国
各
地
で
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
制
度
は
、

今
年
で
創
設
１
０
０
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　
子
育
て
や
学
校
生
活
、
医

療
・
介
護
な
ど
で
心
配
事
や
悩

み
事
が
あ
れ
ば
、
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
身
近
に
い
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

５
月
　
日
はははははははははははははははははははははははははははははははははは

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１２

民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
ででででででででででででででででででででででででででででででででで

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
で
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

「
あ
な
た
の
身
近
な
相
談
相
手

　
　
　
　
　
　
　
＝
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、
４
月
１
日
付
で
次
の
人
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
ししししししししししししししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

新
し
い
民
生
委
員
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
ががががががががががががががががががががががががががががが
決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
ままままままままままままままままままままままままままままま

児
童
委
員
が
決
ま
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

ままままままままままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししししししししししし
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
６
月
１
日
を
「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
毎

年
全
国
各
地
で
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

６
月
１
日
はははははははははははははははははははははははははははははは

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権
擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委

人
権
擁
護
委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

のののののののののののののののののののののののののののののの
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

　
本
市
で
は
、
こ
の
活
動
の
一

環
と
し
て
、
次
の
と
お
り
特
設

人
権
な
ん
で
も
相
談
を
開
設
し

ま
す
。
人
権
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
や
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
、
身
近
な
こ
と
で
困
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談

と
き
　
６
月
１
日

、
午
前
９

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
地
下
９
０
４

会
議
室
（
内
線
５
４
４
）

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
電
話

で
の
相
談
も
受
け
付
け
。

●
寿
町
四
丁
目
７
～
　
番
１９

山
口
　
剛
さ
ん
〔

　
７
７
８

（２５）

３
〕

●
久
野
喜
台
二
丁
目
３
番
１
１

４
～
１
２
４
棟
・
１
４
０
～
１

４
２
棟

海
老
　
佐
紀
子
さ
ん
〔

　
１
（２８）

２
０
９
〕

●
富
田
林
町
（
富
山
町
・
一
里

山
町
）

宮
崎
　
詳
子
さ
ん
〔

　
２
２

（２４）

８
９
〕

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
３
）

見
守
り
活
動
を
し
た
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
生
活
や
福
祉
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
支
援
を
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
応
じ

て
福
祉
制
度
や
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機

関
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま

す
。
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
知
り
た
い
場
合
は
地
域
福

祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
３
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

本
市
の
人
権
擁
護
委
員

○
池
田
　
義
尊
さ
ん

○
岡
本
　
聡
子
さ
ん

○
隆
琦
　
永
子
さ
ん

○
川
口
　
博
夫
さ
ん

○
木
下
　
佳
信
さ
ん

○
蔵
田
　
和
子
さ
ん

○
阪
本
　
省
三
さ
ん

○
鈴
木
　
善
勝
さ
ん

○
冨
士
原
　
貞
憲
さ
ん

○
道
 
　
洋
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

間
を
通
し
て
分
科
会
や
講
演
会

な
ど
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
実
行
委
員
に
な
っ

て
、
そ
の
企

画
や
運
営
に

携
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
実
行
委
員

会
は
、
６
月
～
　
年
３
月
ま
で

３０

の
間
に
、
毎
月
１
回
程
度
開
催

す
る
予
定
で
す
。

募
集
人
員
　
　
人
程
度
（
性
別

１０

不
問
、
男
性
歓
迎
）

申
し
込
み
　
５
月
　
日

（
必

１８

着
）
ま
で
に
、
人
権
政
策
課
に

備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
郵
送
で

５
８
４
・
８
５

１
１
常
盤
町
１
の
１
　
人
権
政

策
課
〔（
内
線
４
７
４
）
・

　（２５）

９
０
３
７
〕
へ

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



８

　
５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を

中
心
と
す
る
、
５
月
１
日

～

７
日

は
憲
法
週
間
で
す
。

　
人
は
、
誰
で
も
自
分
の
夢
を

持
ち
、
一
人
一
人
が
か
け
が
え

の
な
い
存
在
と
し
て
、
自
由
で

幸
せ
に
生
き
て
い
き
た
い
、
暮

ら
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
私
た
ち
の
当
た
り

前
の
願
い
を
憲
法
は
し
っ
か
り

支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
が
（
第

　
・
　
・
　
条
）、
同
時
に
私
た

１１

１３

２５

ち
も
絶
え
ず
努
力
し
て
こ
の
自

由
と
権
利
を
持
ち
続
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
（
第
　
条
）。

１２

　
私
た
ち
の
ま
ち
富
田
林
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
、
文
化
、
習

慣
、
価
値
観
を
持
っ
た
人
が
共

に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

５
月
１
日
～
７
日
は

　
　
　
「
憲
法
週
間
」
で
す

特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談

　
日
常
生
活
の
中
で
起
こ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
、
本
市
の
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

と
き
　
５
月
　
日

、
午
後
１

１２

時
～
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
９
０
４
会
議

室
（
内
線
５
４
４
）

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
電
話

で
の
相
談
も
受
け
付
け
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ
ととととととととととととととととととととととととととととととととと
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊
厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳

「
一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
をををををををををををををををををををををををををををををををををを
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切
ににににににににににににににににににににににににににににににににに
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

大
切
に
す
る

こここここここここここここここここここここここここここここここここ
こここここここここここここここここここここここここここここここここ
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ

　
こ
こ
ろ
とととととととととととととととととととととととととととととととととと
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵
ををををををををををををををををををををををををををををををををを
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
えええええええええええええええええええええええええええええええええ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

知
恵
を
つ
た
え
た
い
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
近
年
、
過
労
死
や
自
殺
、
精

神
疾
患
、
離
職
な
ど
、
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ル
バ
イ
ト
や
過
重
労
働
に

よ
る
若
者
の
被
害
が
新
聞
や
テ

レ
ビ
な
ど
で
毎
日
の
よ
う
に
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
講
演
会
で
は
、
特
に
若
者
の

労
働
実
態
を
検
証
し
、
あ
な
た

の
配
偶
者
や
子
ど
も
な
ど
が
そ

の
よ
う
な
犠
牲
に
遭
わ
な
い
た

め
に
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
注
意
し
、
ど
う
対
処
す

れ
ば
い
い
の
か
を
学
び
ま
す
。

憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事

憲
法
月
間
行
事
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
講
演
会
）

講
演
会
）

「
家
族
を
過

「
家
族
を
過
労労
死死
さ
せ
な
い
た
め
に
！

さ
せ
な
い
た
め
に
！
」」

と
き
　
５
月
　
日

、
午
前
　

２７

１０

時
　
分
～
正
午

３０
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人

定
員
　
　
人
（
申
し
込
み
先
着

８０

順
）

参
加
費
　
無
料

講
師
　
清
水
　
亮
宏
さ
ん
（
弁

護
士
）

申
し
込
み
　
５
月
６
日

～
、

中
央
公
民
館〔

　
３
３
３
３
〕

（２４）

へ

● 日  本  国  憲法 （ 抜粋 ）
に ほん こく けんぽう ばっすい

 第 １１
だい

 条 （
じょう

 基  本  的  人権 の 尊 
き ほん てき じんけん そん

 重 ）
ちょう

　 国民 
こくみん

は、すべての 基  本  的  人権 の
き ほん てき じんけん

 享 
きょう

 有 を
ゆう

 妨 げ
さまた

られない。この 憲法 が 国民 
けんぽう こくみん

に 保 
ほ

 障 
しょう

する 基  本  的 
き ほん てき

 人権 は、 侵 すことのできない 永 
じんけん おか えい

 久 
きゅう

の 権  利 とし
けん り

て、 現  在  及 び
げん ざい およ

 将 
しょう

 来 の
らい

 国民 
こくみん

に 与 へられる。
あた

 第 １２
だい

 条 （
じょう

 自  由 ・ 権  利 の 保  持 、 濫用 の 禁  止 、 利 
じ ゆう けん り ほ じ らんよう きん し り

 用  責任 ）
よう せきにん

　この 憲法 が
けんぽう

 国民 
こくみん

に 保 
ほ

 障 
しょう

する 自  由  及 び 権  利 
じ ゆう およ けん り

は、 国民 の 不  断 の 努 
こくみん ふ だん ど

 力 
りょく

によって、これを 保  持 
ほ じ

しなければならない。 又 、 国民 は、これを 濫用 
また こくみん らんよう

してはならないのであって、 常 に 公 
つね こう

 共 
きょう

の 福  祉 
ふく し

のためにこれを 利  用 
り よう

する 責任 を 負 ふ。
せきにん お

 第 １３
だい

 条 
じょう

（ 個  人 の 尊 
こ じん そん

 重 
ちょう

、 生命 ・ 自  由 ・ 幸福  追 
せいめい じ ゆう こうふく つい

 求 
きゅう

の 権  利 ）
けん り

　すべて 国民 は、 個  人 として 尊 
こくみん こ じん そん

 重 
ちょう

される。 生 
せい

 命 、 自  由  及 び 幸福  追 
めい じ ゆう およ こうふく つい

 求 
きゅう

に 対 する 国民 の 権  利 に
たい こくみん けん り

ついては、 公 
こう

 共 
きょう

の 福  祉 に 反 しない 限 り、 立法 
ふく し はん かぎ りっぽう

その 他 の 国政 の 上 で、 最大 の 尊 
た こくせい うえ さいだい そん

 重 
ちょう

を 必要 とす
ひつよう

る。

 第 １４
だい

 条 
じょう

（ 法 の 下 の
ほう もと

 平 
びょう

 等  他 ）
どう ほか

　すべて 国民 は、 法 の 下 に
こくみん ほう もと

 平 
びょう

 等 であって、
どう

 人種 、 信 
じんしゅ しん

 条 
じょう

、 性別 、 社会  的  身  分  又 は 門  地 によ
せいべつ しゃかい てき み ぶん また もん ち

り、 政  治  的 、 経済的  又 は 社会  的 
せい じ てき けいざいてき また しゃかい てき

 関係 において、
かんけい

 差  別 されない。（ 第 １ 項 ）
さ べつ だい こう

 第 ２５
だい

 条 
じょう

（ 生  存  権 、 国 の 義  務 ）
せい ぞん けん くに ぎ む

　すべて 国民 は、 健康 で 文  化  的 な 最低  限  度 の
こくみん けんこう ぶん か てき さいてい げん ど

 生  活 を
せい かつ

 営 
いとな

む 権  利 を 有 する。（ 第 １ 項 ）
けん り ゆう だい こう

　
自
分
た
ち
の
生
活
・
権
利
が

か
け
が
え
の
な
い
の
と
同
様

に
、
相
手
の
人
権
も
ま
た
か
け

が
え
の
な
い
も
の
で
す
（
第
　１４

条
）。

　
互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、

理
解
す
る
と
と
も
に
、
お
互
い

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
大

切
に
し
な
が
ら
共
生
す
る
社

会
。
こ
う
し
た
豊
か
な
人
間
関

係
と
人
権
意
識
に
裏
付
け
ら
れ

た
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
こ
の

週
間
を
私
た
ち
が
憲
法
に
つ
い

て
考
え
、
家
庭
や
地
域
で
語
り

合
い
、
そ
の
心
と
知
恵
を
伝
え

合
う
機
会
と
し
ま
し
ょ
う
。

　
本
市
で
は
、
こ
の
週
間
に
合

わ
せ
て
５
月
を
憲
法
月
間
と
定

め
、
街
頭
啓
発
や
特
設
人
権
な

ん
で
も
相
談
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。

　
年
工
業
統
計
調
査
に

２９ご
協
力
を

　
同
調
査
は
、
わ
が
国
の
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ

く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統

計
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資

料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、

５
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
（
内
線

３
３
１
）

～
若
者
を
使

～
若
者
を
使
いい
潰 潰
 す
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
実
態

す
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
実
態
～～

つ
ぶ



９

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
簡
素
で
厳
粛
な
葬
儀
を
提
供

す
る
た
め
に
、
市
営
葬
儀
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

※
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、「
富
田

林
市
営
葬
儀
の
ご
案
内
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
衛
生
課
」
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）。

対
象
者
　
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
人
が
市
民
で
、
市
内
に
お

い
て
葬
儀
を
さ
れ
る
場
合

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬
儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀

市
営
葬
儀
のののののののののののののののののののののの

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用

ご
利
用
をををををををををををををををををををををを

市
営
葬
儀
指
定
業
者

○

安
楽
社
（
甲
田
二
丁
目
９

の
　
）〔

　
0
0
4
2
〕

１０

（２５）

○
㈲
公
栄
社
（
富
田
林
町
　
の
２４

４
）〔

　
2
0
6
4
〕

（２３）

○

花
仙
葬
祭
（
富
田
林
町
　２４

の
　
）〔

　
2
2
3
8
〕

１７

（２３）

○

花
安（
富
田
林
町
　
の
　
）

１８

１９

〔

　
6
5
2
6
〕

（２３）

申
し
込
み
　
右
記
の
指
定
業
者

の
中
か
ら
選
択
し
、
標
準
プ
ラ

ン
か
簡
易
プ
ラ
ン
の
い
ず
れ
か

を
選
び
、
直
接
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
基
本
料
金
に
含
ま
れ
な
い
オ

プ
シ
ョ
ン
な
ど
を
任
意
に
選
択

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。
オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は

「
富
田
林
市
営
葬
儀
の
ご
案

内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
３
、
１
４
７
）

　
環
境
に
や
さ
し
く
、
健
康
増

進
に
も
つ
な
が
る
身
近
な
乗
り

物
の
自
転
車
を
貸
し
出
す
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
「
か
わ
っ
ち
り

ん
」
が
、
市
営
喜
志
駅
地
下
自

転
車
駐
車
場
〔

　

６
２
９

（２４）

３
〕
お
よ
び
富
田
林
駅
自
転
車

駐
車
場
〔

　
９
４
７
９
〕
で

（２４）

ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　
電
動
自
転
車

も
貸
し
出
し
て

い
ま
す
の
で
、

観
光
や
仕
事
、

通
勤
、
通
学
な
ど
に
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
利
用
方
法
・
料
金
・

時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
利
用
を

希
望
さ
れ
る
駐
車
場
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタサササササササササササササササササササササササササササササイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイクククククククククククククククククククククククククククククンタサイクルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんかわっちりん」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

のののののののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用　　　のご利用をををををををををををををををををををををををををををををを

　
本
市
で
は
、
道
路
の
安
全
確

保
の
た
め
、
定
期
的
に
点
検
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
市
内
全
て
の
区
域
を
細
部

に
わ
た
っ
て
確
認
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
地
域
や
道
路
利

用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
提

道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路
ののののののののののののののののののののの
陥陥陥陥陥陥陥陥陥陥陥陥陥陥陥陥陥陥陥陥陥
没没没没没没没没没没没没没没没没没没没没没
ななななななななななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ををををををををををををををををををををを
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
さささささささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ

道
路
の
陥
没
な
ど
を
発
見
さ
れ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

ととととととととととととととととととととと
ききききききききききききききききききききき
ははははははははははははははははははははは
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
さささささささささささささささささささささ

と
き
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

供
が
大
変
有
効
と
な
り
ま
す
。

　
通
勤
や
散
歩
な
ど
の
途
中

で
、
道
路
の
穴
や
陥
没
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

破
損
、
溝
 蓋
 の
破
損
・
隙
間
な

ぶ
た

ど
を
見
掛
け
た
と
き
は
、
道
路

交
通
課
（
内
線
４
１
３
）
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
ア
ド
プ
ト
・
ロ
ー
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

登
録
団
体
募
集

　
市
ア
ド
プ
ト
・
ロ
ー
ド
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
市
が
管
理
す

る
道
路
な
ど
の
一
定
区
間
を
地

元
町
会
（
自
治
会
）
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
企
業
な
ど

に
、
清
掃
・
緑
化
な
ど
の
美
化

活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

た
だ
き
、
市
と
協
力
し
て
地
域

の
環
境
美
化
に
取
り
組
む
事
業

で
す
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
団
体

に
は
、
一
定
の
活
動
区
間
を
設

定
し
、
原
則
月
１
回
以
上
の
美

化
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
現
在
６
団
体
が
登
録
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
回
収
し
た
ご
み
の
処

理
や
清
掃
道
具
の
貸
し
出
し
、

美
化
活
動
中
の
事
故
な
ど
に
備

え
た
保
険
の
加
入
手
続
き
お
よ

び
費
用
負
担
な
ど
の
支
援
を
し

ま
す
。

　
市
が
管
理
す
る
道
路
な
ど
を

継
続
的
に
美
化
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
団
体
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
２
、
４
１
４
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



１０

○
水
を
汚
す
家
庭
か
ら
の
排
水

に
ち
ょ
っ
と
し
た
心
遣
い
を
し

ま
し
ょ
う
。

○
た
め
池
や
水
路
の
漏
水
を
発

見
し
た
と
き
は
市
役
所
へ
連
絡

し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
を
水
難
事
故
か
ら
守
る

た
め
に

○
た
め
池
管
理
者
や
地
域
な
ど

で
設
置
す
る
危
険
標
識
は
幼
児

や
児
童
が
分
か
り
や
す
い
も
の

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
た
め
池
災
害
は
、
梅
雨
・
台

風
期
に
最
も
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
府
で
は
、
た
め
池
で
の
災
害

と
水
難
事
故
を
防
止
す
る
と
と

も
に
、
環
境
を
保
全
す
る
た

め
、
梅
雨
・
台
風
期
前
の
5
月

を
「
た
め
池
愛
護
月
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
広
報

活
動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
次
の
こ
と
な
ど

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

た
め
池
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
へ

○
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
地
域
ぐ
る
み
で
実
施
さ
れ
る

た
め
池
の
草
刈
り
や
、
水
路
の

清
掃
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
宅
地
災
害
は
、
い
っ
た
ん
起

こ
る
と
家
屋
や
家
財
、
と
き
に

は
尊
い
人
命
に
関
わ
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
造
成
中
の
急
斜
面
、
無
理
な

積
み
方
を
し
た
石
垣
、
風
化
の

著
し
い
崖
面
な
ど
は
、
長
雨
、

大
雨
な
ど
に
よ
り
思
わ
ぬ
災
害

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
　「
宅
地
防
災
月
間
」
は
、
大
雨

が
予
想
さ
れ
る
梅
雨
期
を
前

に
、
宅
地
造
成
工
事
な
ど
に

よ
っ
て
起
こ
る
崖
崩
れ
や
土
砂

の
流
出
に
よ
る
災
害
発
生
を
未

然
に
防
ぎ
、
宅
地
災
害
を
な
く

そ
う
と
い
う
目
的
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
府
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
府

内
市
町
村
や
消
防
、
警
察
な
ど

宅
地
防
災
に
関
係
す
る
機
関
と

協
力
し
て
、
次
の
よ
う
な
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
編
成
し
、

宅
地
造
成
地
や
土
砂
採
取
地
な

ど
に
お
け
る
造
成
地
の
防
災
工

事
の
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
点

検
・
指
導
し
ま
す
。

宅
地
防
災
技
術
研
修
会
の
実
施

　
宅
地
防
災
知
識
の
啓
発
・
普

及
を
図
る
た
め
、
５
月
下
旬
に

宅
地
造
成
事
業
者
、
設
計
者
な

ど
を
対
象
と
し
た
宅
地
防
災
に

関
す
る
技
術
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
府
建
築
指
導
室

建
築
企
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.o
sa
k
a
.

lg
.jp
/k
e
n
s
h
i_
k
ik
a
k
u
/s
h
o

k
a
i.h
tm
l

〕、
ま
た
は
市
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
に
備
え
付
け
の

案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ご
家
庭
で
も
こ
れ
を

機
会
に
宅
地
災
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
に
、
次
の
点
に
つ

い
て
自
宅
周
辺
を
点
検
し
、
必

要
に
応
じ
て
早
急
に
適
切
な
処

置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
石
垣
、
擁
壁
な
ど
に
亀
裂
な

ど
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ま

た
、
割
れ
目
か
ら
地
下
水
が
し

み
出
て
い
ま
せ
ん
か
。

■
石
垣
、
擁
壁
な
ど
の
水
抜
き

穴
か
ら
う
ま
く
水
が
流
れ
出
て

い
ま
す
か
。

■
地
盤
は
沈
下
し
て
い
ま
せ
ん

か
。

■
排
水
の
た
め
の
溝
に
泥
な
ど

が
詰
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
　
市
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
（
内
線
４
５
４
）、
府
建

築
企
画
課
〔

０
６
（
６
２
１

０
）
９
７
２
０
〕

５
月
は

宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

宅
地
防
災
月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
と

たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池
愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

た
め
池
愛
護
月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
で
す

宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

宅
地
防
災
月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池
愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

た
め
池
愛
護
月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

○
た
め
池
の
安
全
施
設
の
破
損

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
た
め
池
や
水
路
周
辺
で
遊
ん

で
い
る
子
ど
も
を
見
掛
け
た
ら

注
意
の
一
声
を
掛
け
ま
し
ょ

う
。

○
町
会
（
自
治
会
）
な
ど
を
通

じ
て
子
ど
も
の
水
難
事
故
防
止

に
つ
い
て
保
護
者
な
ど
へ
啓
発

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
水
路
耕
地
課

（
内
線
４
９
５
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
近
年
、
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
が
急
増
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
防
止
対
策
を
進
め
る
た

め
、
本
市
で
は
「
市
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
と
地
元
農
業
団

体
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
「
市

有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
」
を
設

立
し
、
捕
獲
お
り
を
設
置
す
る

な
ど
、
被
害
防
止
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
被
害
防
止
対
策
を
推

進
す
る
た
め
、
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
防
止
柵
設
置
事
業
補

助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
物
品
　
被
害
区
域
お

よ
び
被
害
予
想
区
域
内
の
田
畑

な
ど
に
設
置
す
る
次
の
防
護
資

材
な
ど

◎
電
気
柵

◎
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
の

防
護
資
材（
付
帯
す
る
 杭
 も
可
）

く
い

※
い
ず
れ
も
購
入
金
額
が
３
万

円
未
満
の
物
品
は
対
象
外
で
す
。

補
助
対
象
者
　
市
内
在
住
の
農

家補
助
額
　
購
入
金
額
の
　
分
の

１０

８
の
額
で
、
上
限
　
万
円

１０

申
し
込
み
　
５
月
８
日

～
　３０

年
２
月
　
日

ま
で
に
、
農
業

２８

振
興
課
（
内
線
４
４
５
）
へ

※
た
だ
し
、
予
算
が
な
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止
柵
設
置

事
業
補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い



１１

　
国
土
交
通
省
、
府
、
大
阪
市

を
は
じ
め
、
本
市
を
含
む
９
自

治
体
や
約
　
の
団
体
な
ど
総
勢

５０

約
１
０
０
０
人
が
参
加
す
る
大

規
模
な
防
災
訓
練
「
大
和
川
水

防
・
大
阪
府
地
域
防
災
総
合
演

習
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
同
演
習
で
は
、
大
規
模
な
水

災
害
か
ら
被
害
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
水
防
工
法
の
訓
練
を
は

じ
め
、
避
難
訓
練
や
救
出
・
救

護
訓
練
、
災
害
支
援
活
動
訓
練

な
ど
水
害
時
に
必
要
な
さ
ま
ざ

ま
な
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
会
場
に
は
洪
水
時
の

体
験
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
や
展

示
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
防
災
に
関
す

る
展
示
を
は
じ
め
、
各
種
災
害

対
策
用
の
特
殊
車
両
や
機
器
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
同
演

習
を
見
学
し
、
水
防
の
大
切
さ

を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
５
月
　
日

、
午
前
９

１３

時
～
正
午
　
※
雨
天
決
行
。
た

だ
し
、
会
場
が
使
用
で
き
な
い

場
合
は
中
止
。

と
こ
ろ
　
大
和
川
河
川
事
務
所

（
藤
井
寺
市
川
北
三
丁
目
８
の

　
）前
大
和
川
右
岸
河
川
敷（
近

３３鉄
道
明
寺
線
「
柏
原
南
口
」
か

ら
西
へ
徒
歩
約
　
分
）

１０

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
３
）

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪「大和川水防・大阪府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習地域防災総合演習」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

ををををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開を開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

自主防災組織を結成しましょう

　大規模災害が発生した場合、一人の力では限界が

あります。

　自主防災組織は、「自分たちの地域は自分たちで守

る」という、地域住民の強い信念と連帯感に基づい

て、自主的に結成する防災組織です。災害に強い地

域を作るために自主防災組織を結成しましょう。

問い合わせ　市消防本部警備救急課〔(２３)１１２５〕

熱
中
症
予
防
                   

～
５
つ
の
声
掛
け
を
実
践

し
ま
し
ょ
う
～

●
温
度
に
気
を
配
ろ
う

　
今
い
る
所
、
こ
れ
か
ら
行
く

所
の
温
度
、
湿
度
を
温
度
計
や

天
気
予
報
で
知
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
扇
風
機
や
エ

ア
コ
ン
を
上
手
に
使
い
、
涼
し

い
素
材
の
服
を
着
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
外
出
時
は
帽
子
や
日
傘

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
飲
み
物
を
持
ち
歩
こ
う

　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
水
分
補

給
が
で
き
る
よ
う
に
、
飲
み
物

を
持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　
た
く
さ
ん
汗
を
か
い
た
ら
塩

分
も
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
喉
が

渇
く
前
に
こ
ま
め
に
飲
む
の
が

コ
ツ
で
す
。　

●
休
息
を
と
ろ
う

　
寝
苦
し
い
夜
は
、
空
気
の
通

り
を
良
く
し
た
り
、
通
気
性
の

良
い
寝
具
を
使
っ
た
り
す
る
な

　
熱
中
症
と
は
、
高
温
環
境
下

に
お
い
て
体
内
の
温
度
が
上
昇

し
、
正
常
な
体
温
を
維
持
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
を

い
い
ま
す
。
発
症
す
る
と
最
悪

の
場
合
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
特
に
高
齢
者
や
子
ど
も
は
発

症
し
や
す
い
の
で
、
十
分
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。
気
温
が
急

激
に
高
く
な
る
日
、
湿
度
が
高

い
日
、
風
が
な
い
日
、
熱
帯
夜

の
翌
日
、
体
調
の
悪
い
日
、
運

動
な
ど
の
活
動
の
初
日
は
特
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中熱中症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症にににににににににににににににににににににに

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意ご注意をををををををををををををををををををををを

ど
し
て
、
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
工

夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
栄
養
を
と
ろ
う

　
バ
ラ
ン
ス
よ
く
朝
ご
は
ん
も

し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

●
声
を
掛
け
合
お
う
　

　
家
族
や
ご
近
所
同
士
で
、「
水

分
取
っ
て
る
？
」「
少
し
休
ん
だ

方
が
良
い
よ
」
な
ど
声
を
掛
け

合
い
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
の
分
類
と
対
応

《
分
類
Ⅰ
（
軽
度
）》
め
ま
い
、

た
ち
く
ら
み
、
こ
む
ら
返
り
、

汗
が
止
ま
ら
な
い
…
涼
し
い
場

所
に
移
動
し
、
衣
類
を
ゆ
る
め

休
み
ま
し
ょ
う
。
保
冷
剤
や
冷

や
し
た
タ
オ
ル
で
脇
や
足
の
付

け
根
な
ど
を
冷
や
し
、
水
分
補

給
を
し
ま
し
ょ
う
。

《
分
類
Ⅱ
（
中
等
度
）》
頭
痛
、

吐
き
気
、
吐
く
、
体
が
だ
る
い
、

ぐ
っ
た
り
す
る
…
自
力
で
水
を

飲
め
な
い
と
き
は
、
す
ぐ
に
救

急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

６月１日～７日は水道週間

　６月１日から７日までの１週間

にわたり、「あたりまえ　そんなみずこ

そ　たからもの」をスローガンに第５９

回水道週間が実施されます。

　この水道週間は、厚生労働省、都道

府県をはじめ各市町村の水道事業体な

どによって実施されるさまざまな広報

活動などを通じて、水道についてさら

に市民の理解と関心を高め、公衆衛生

の向上と生活環境の改善を図るととも

に、水道事業のさらなる発展に資する

ことを目的として毎年実施していま

す。

◆甲田浄水場を一般公開

　本市でもこの水道週間に「甲田浄水

場」を一般公開しますので、この機会

にぜひ見学してください。

とき　６月１日～７日（３日、

４日は除く）、午前１０時～、午後２時

～の２回　

ところ　甲田浄水場

内容　地下水の取水から薬品の注入、

沈殿池、ろ過施設など、水道水ができ

るまでの水処理工程を職員が説明しな

がら場内を案内

問い合わせ　水道工務課（甲田浄水場）

〔(２４)１２１５〕

《
分
類
Ⅲ
（
重
度
）》
意
識
が

な
い
、
け
い
れ
ん
、
体
温
が
高

い
、
ま
っ
す
ぐ
走
れ
な
い
、
歩

け
な
い
…
た
め
ら
わ
ず
、
救
急

車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今ののののののののののののののののののののの時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか今の時期からららららららららららららららららららららら



１２

市
役
所
と
金
剛
連
絡
所
で
  

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す

　
選
挙
期
日
（
投
票
日
）
に
仕

事
や
旅
行
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の

用
務
が
あ
る
な
ど
、
一
定
の
事

由
に
該
当
し
、
投
票
所
へ
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
と
予
想
さ
れ

る
人
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き

ま
す
。

と
き
　
選
挙
期
日
の
公
示
（
告

示
）
日
の
翌
日
～
選
挙
期
日
の

前
日
、
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

８
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

含
む
）

と
こ
ろ
　
市
役
所
４
階
４
０
１

会
議
室
お
よ
び
金
剛
連
絡
所
２

階
ホ
ー
ル

※
基
本
的
な
投
票
手
続
き
は
、

選
挙
期
日
の
投
票
所
に
お
け
る

投
票
手
続
き
と
同
じ
で
す
。
た

だ
し
、
宣
誓
書
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
  

投
票

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
や
戦
傷

病
者
手
帳
、
介
護
保
険
被
保
険

者
証
を
有
し
、
投
票
所
に
行
く

こ
と
が
困
難
で
次
の
要
件
に
該

当
す
る
人
は
、
自
宅
な
ど
で
郵

便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
記
載
内
容

○
両
下
肢
・
体
幹
の
障
が
い
、

ま
た
は
移
動
機
能
の
障
が
い
が

１
・
２
級
の
人

○
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
障

が
い
が
１
・
３
級
の
人

○
免
疫
・
肝
臓
の
障
が
い
が
１

～
３
級
の
人

戦
傷
病
者
手
帳
の
記
載
内
容

○
両
下
肢
、
ま
た
は
体
幹
の
障

が
い
が
特
別
～
第
２
項
症
の
人

期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票期日前投票とととととととととととととととととととととと

郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便なななななななななななななななななななななどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどににににににににににににににににににににに郵便などによよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投不在者投票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票

○
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
肝

臓
の
障
が
い
が
特
別
～
第
３
項

症
の
人

介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
記
載

内
容
 

○
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

５
の
人

　
こ
の
方
法
で
不
在
者
投
票
を

す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
選
挙

管
理
委
員
会
に
申
請
し
、「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
人

は
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
同
証
明
書
に

は
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

す
で
に
期
限
が
切
れ
て
い
る
人

は
、
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
内
線
４
８
６
）

　
た
ば
こ
は
、
日
本
人
の
４
大

死
因
で
あ
る「
が
ん
」「
心
疾
患
」

「
肺
炎
」「
脳
血
管
疾
患
」
に
か

か
る
リ
ス
ク
を
増
加
さ
せ
る

他
、
最
近
で
は
認
知
症
の
増
加

原
因
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。 ５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日５月３１日はははははははははははははははははははははは
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ま
た
、
た
ば
こ
は
喫
煙
者
本

人
だ
け
で
は
な
く
、
た
ば
こ
を

吸
わ
な
い
周
囲
の
人
の
健
康
に

も
大
き
な
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
た
ば
こ
を
や
め
ら
れ
な
い
の

は
、
タ
バ
コ
の
煙
に
含
ま
れ
る

ニ
コ
チ
ン
の
持
つ
強
い
依
存
性

が
原
因
で
す
。
こ
の
よ
う
な
喫

煙
習
慣
は「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」

と
い
わ
れ
、
治
療
が
必
要
な
病

気
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
禁
煙
は
自
力
で
す
る
よ
り

も
、
禁
煙
補
助
剤
や
禁
煙
外
来

を
利
用
し
た
方
が
「
楽
に
」「
よ

り
確
実
に
」「
費
用
も
あ
ま
り
か

か
ら
ず
に
」
で
き
ま
す
。

　
禁
煙
治
療
は
、

同
依
存
症
診
断
テ

ス
ト
の
結
果
に
よ

り
、
健
康
保
険
な

ど
が
適
用
に
な
り
負
担
額
が
軽

く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
無
料
の

禁
煙
相
談
も
実
施
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
市
で
は
「
世
界
禁

煙
デ
ー
」
に
合
わ
せ
て
、
禁
煙

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

と
き
　
６
月
６
日

、
午
前
　１０

時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ
１

階
ア
ト
リ
ウ
ム
広
場

内
容
　
呼
気
一
酸
化
炭
素
濃
度

測
定
な
ど
　
参
加
費
　
無
料

（
当
日
、
直
接
会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
推

進
課
〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

結婚披露宴 at レインボーホール
～これからも二人をよろしくお
願いします～

　懐かしの「富寿殿」が復活します。

　結婚はしたけれど、披露宴を挙げていな

い夫婦や、これから結婚を考えているカッ

プルを対象に、アットホームな結婚披露宴

を挙げるお手伝いをします。

とき　６月１日～９月３０日（休館日を

除く）、午前９時～午後５時、午後１時～１０

時から希望日・時間帯を選択

ところ　レインボーホール（市民会館）

内容　披露宴会場（定員５４人）と控室の利

用料、ピアノやマイクなどの備品のレンタ

ル代、ホールケーキ１個の費用などを同

ホールが負担　

※それ以外に掛かる費用など詳しくはお問

い合わせください。

対象者　披露宴を挙げていない夫婦または

結婚を考えているカップル

定員　１組

申し込み　５月９日、午前１０時に同ホー

ル〔(２５)１１１７〕へ（申し込み多数の場合

抽選、電話申し込み不可）

※同日、午前１０時に申し込みがない場合は

引き続き受け付けます（申し込み先着順、

電話申し込み不可）。



１３

マイナンバーカードの日曜交付

　同カードを交付する休日窓口を次の日程で開設

します。

　申請者本人がお越しください。

とき　５月７日、６月４日、午前９時～正午

ところ　市役所地下会議室（日曜窓口コーナー）

※持ち物など詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）

　
４
月
１
日
付
の
人
事
異
動

で
、
新
し
く
職
員
を
配
置
し
ま

し
た
。
部
長
級
以
上
の
異
動
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
市
長
公
室
付
部
長
・
危
機
管

理
官
　
奥
田
　
尚
登

▽
ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　

皆
見
　
貴
人

市
職
員
の
人
事
異
動

　
本
市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
証
明
書
の

「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
市
・
府

民
税
証
明
書
（
現
年
度
分
）、
住

民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明

書
の
発
行
が
で
き
ま
す
が
、
次

の
日
は
、
シ
ス
テ
ム
点
検
の
た

コココココココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニ交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付サササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーービビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビコンビニ交付サービスススススススススススススススススススススス

ががががががががががががががががががががが一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止しししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままが一時休止しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

▽
産
業
環
境
部
長
　

杉
分
　
英
夫

▽
上
下
水
道
部
長
　

山
際
　
康
友

め
、
一
時
休
止
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

休
止
日
　
５
月
　
日


３１

問
い
合
わ
せ
　
課
税
課
（
内
線

１
１
７
）、
市
民
窓
口
課
（
内
線

１
３
１
）

　
広
報
ふ
れ
あ
い
レ
ポ
ー
タ
ー

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
に
な
っ
て
、

広
報
と
ん
だ
ば
や
し
に
あ
な
た

の
企
画
で
、
取
材
記
事
を
書
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
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対
象
者
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日

は
除
く
）
に
活
動
で
き
る
市
内

在
住
で
　
歳
以
上
の
人

２０

任
期
　
７
月
１
日

～
　
年
３

３０

月
　
日


３１
申
し
込
み
　
郵
送
で
応
募
の
動

機
と
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
取
材

し
て
み
た
い
こ
と
を
原
稿
用
紙

８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、履

歴
書
を
同
封
し
、
５
月
　
日


３１

（
必
着
）
ま
で
に

５
８
４
・

８
５
１
１
常
盤
町
１
の
１
　
情

報
公
開
課
（
内
線
３
２
６
）
へ

※
採
用
者
に
は
電
話
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

職場の労働問題で悩んでいませんか                           
～総合労働相談コーナーのご利用を～

　大阪労働局では、労働問題に関するあらゆる分野（解雇、労働条

件、配置転換、いじめ、嫌がらせなど）の相談を大阪労働局および

府内１３カ所の労働基準監督署に設置した総合労働相談コーナーで受

け付けています。また、電話での相談も受け付けています。

　相談内容に応じて、助言や指導をはじめ、関係法令や判例などの

情報提供、関係機関の案内などをしますので、労働者はもちろん事

業主の皆さんもご利用ください。

◇総合労働相談ダイヤル〔０１２０(９３９)００９〕

とき　月・水・木・金曜日＝午前９時～午後５時、火曜日＝午前９

時～午後６時（いずれも祝日、年末年始を除く）

※携帯電話やＩＰ電話などからはご利用できません。つながらない

場合や携帯電話からは〔０６(７６６０)００７２〕へおかけください。

問い合わせ　大阪労働局指導課〔０６(６９４１)８９４０〕

女性のための電話相談のご利用を

　本市では、毎月第１・２金曜日と、第３・４火曜日に「女性のた

めの電話相談」を実施しています。

　配偶者・恋人とのことや家庭・職場での人間関係、

仕事・育児・性のこと、生き方など、暮らしの中で

抱えているさまざまな不安や悩みについて、女性相

談員がお聴きします。

　５月５日も同電話相談を実施しますので、普段は仕事などで相

談することができない人は、この機会にぜひご相談ください。

●女性のための電話相談〔(２３)０５６７〕

※相談日程・時間などは、２２ページ「今月の相談」をご覧ください。

問い合わせ　人権政策課（内線４７４）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

▽
市
長
公
室
理
事
兼
政
策
推
進

課
長
　
渡
部
　
る
り

▽
教
育
総
務
部
理
事
兼
学
校
給

食
課
長
兼
第
一
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
　
金
銅
　
利
哉

▽
消
防
本
部
理
事
兼
消
防
署
長

京
谷
　
倫
之
介

▽
議
会
事
務
局
次
長（
理
事
）　

祐
村
　
元
人

問
い
合
わ
せ
　
人
事
課
（
内
線

３
２
１
）　


